医療法人〇〇会　解散理由書

例：医療法人○○会は、○年○月○日に設立認可を受け、同年○月○日より○○診療所を大阪府○○市○○に開設いたしました。当法人は、この地で○年にわたって地域住民に対して（歯科）医療の提供を行い、地域医療の充実に取り組んできました。
　しかし、本法人の理事長及び診療所の管理者である○○○○は、○○年より体調を崩し医療に従事することが困難になったため、○○年○月○日より診療所を休止しておりました。当法人として医療を継続するため、理事長及び管理者に就任することのできる（歯科）医師を探しましたが、残念ながら見つかりませんでした。ついては、医療法第５５条第１項第３号の規定により、本法人を解散することになったものです。
医療法人設立後の医療機関の開設年月日を記載すること。





法人設立認可日を記載すること。





【記載ポイント】


次のような内容を記載してください。


（項目は、法人の状況や解散理由に応じて適宜加除すること。）


１　開設医療機関及び法人の経緯


医療機関名と開設年月日


法人設立年月日


診療内容と概要（診療科目、開業年数等）など。


　２　解散の判断に至った理由


理事長（管理者）の年齢、健康状態


後継者さがしの状況


（ケースに応じ、解散理由を詳細に記述すること。）


 








